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大
おおぐ り が わ

栗川・かるがも館
かん

は 2月 1日にオープンしました
いつでも　だれでも　ご自由にお使いになれます

4
月
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イ
ベ
ン
ト

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

第
二
月
曜
日
　
休
館
日

「
和
田
の
地
域
史
」
講
演 

13
時
～
15
時 （
当
日
先
着
50
名
）

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

和
田
地
域
の
文
化
財(

遺
跡)

め
ぐ
り 

13
時
～
15
時
半

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

第
四
月
曜
日
　
休
館
日

福
祉
何
で
も
相
談
　
14
時
～
16
時

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

5
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

イ
ベ
ン
ト

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

第
二
月
曜
日
　
休
館
日

「
東
寺
方
の
地
域
史
」
講
演 

13
時
～
15
時

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

運
営
協
議
会 

定
期
総
会

福
祉
何
で
も
相
談
　
14
時
～
16
時

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

第
四
月
曜
日
　
休
館
日

東
寺
方
地
域
の
文
化
財(

遺
跡)

め
ぐ
り 

13
時
～
15
時
半

多
摩
保
育
園
出
張
ひ
ろ
ば
　
10
時
半
～
16
時
半

ト
ピ
ッ
ク
ス

2
月
1
日
に
大
栗
川
・
か
る
が

も
館
は
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

3
月
1
日
よ
り

▼
カ
ラ
オ
ケ
が
和
室
で
使
用
開
始

　

さ
れ
ま
し
た
。

▼
カ
ラ
オ
ケ
使
用
に
は
別
途
使
用

　

料
金
が
掛
か
り
ま
す
。
詳
細
は

　

裏
面
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

▼
災
害
対
策
・
省
エ
ネ
型
自
動
販

　

売
機
が
喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置

　

さ
れ
使
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
式
典

 

2
月
3
日
（
日
）

多
世
代
参
加
型
「
う
た
ご
え
ラ
ン
ド
」

＆
村
上
敏
明
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が

石
橋
美
恵
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
多
摩
市
長
・
岩
永
多
摩
市
議
会
議

長
・「
大
栗
川
・
か
る
が
も
館
」
の

名
付
け
親
で
あ
る
相
田
様
と
千
葉
運
営
協
議

会
会
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
地
域
の
皆
様
の
参
加
の

中
、
地
元
小
中
学
校
出
身
の
石
坂
奏
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
演
奏
と
和
太
鼓
せ
い
せ
き
鼓こ

桜お
う
の
演

奏
で
式
典
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
清

水
多
摩
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の
閉
会
の
辞

に
よ
り
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

 

3
月
11
日
（
日
）

撮影 出口英隆



和田・東寺方コミュニティセンター運営協議会　広報誌（隔月発行）創刊 2号

聖
蹟
桜
ヶ丘→

大栗川・かるがも館
多摩市和田2006番地4
電話：042-372-7575

来館には公共交通を
ご利用下さい

地理院地図

野
猿
街
道

大
栗
川

大
栗
川

大
栗
川

帝京大学

フ
ァ
ミ
レ
ス

ド
ラ
ッ
グ 和田中学校

コ
ン
ビ
ニ

大栗川
かるがも館

中和田

中和田天神

Google マップ™ へリンク

開
館
時
間　

9
時
か
ら
21
時
30
分

協賛広告主様募集します
◆発行部数：約 5,500 部
◆配布エリア
　多摩市和田・東寺方・落川・百草
　市役所・各コミュニティセンターほか
◆ 1コマ：縦 4.5cm×横 8.1cm
◆ 1回 1コマ：3,000 円
◆年間契約割引あり

詳細は大栗川・かるがも館受付までお尋ね下さい。

聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
行
き 

桜
85　

中
和
田
天
神
バ
ス
停

帝
京
大
学
構
内
行
き 

多
16　

中
和
田
天
神
バ
ス
停

ア
ク
セ
ス

中
和
田
天
神
バ
ス
停
下
車 

徒
歩
3
分

中
和
田
バ
ス
停
下
車 

徒
歩
5
分

南
大
沢
駅
行
き 

桜
80　

中
和
田
天
神
バ
ス
停

由
木
折
返
場
行
き 

桜
83　

中
和
田
天
神
バ
ス
停

相
模
原
駅
行
き 

桜
84　

中
和
田
天
神
バ
ス
停

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
行
き 

桜
85　

中
和
田
天
神
バ
ス
停

京
王
堀
之
内
行
き 

桜
88　

中
和
田
天
神
バ
ス
停

高
幡
不
動
駅
行
き 

高
22
・
高
27　

中
和
田
バ
ス
停

2
番
乗
り
場

帝
京
大
学
構
内
行
き 

桜
87　

中
和
田
バ
ス
停

聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
よ
り

1
番
乗
り
場

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
よ
り

4
番
乗
り
場

部屋の名称 定員（人）
使用料 ( 円）

午前 午後 夜間
9:30 〜 13:00 13:00 〜 17:00 17:00 〜 21:30

ホール 80 1,190 1,360 1,530 
グランドピアノ 210 240 270 

会議室１ 18 380 430 490 
会議室２ 12 280 320 360 

和室１ 12 150 180 200 
和室２ 12 150 180 200 

音楽室 30 470 540 610 
アップライトピアノ 100 120 150 

調理室 16 380 430 490 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
用
マ
ー
カ
ー
セ
ッ
ト

C
D
コ
ン
ポ

包
丁
：
調
理
室
で
の
み
利
用
可

3

3

3

3

3

3

3

3

3

譜
面
台
・
延
長
コ
ー
ド

調
理
室

（
持
参
は
食
材
の
み
で
ほ
ぼ
十
分
で
す
）

電
気
釜
：
2
台
（
一
升
炊
き
）

電
子
オ
ー
ブ
ン
・
レ
ン
ジ

3
口
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
圧
力
鍋
・
ポ
ッ
ト

調
理
用
鍋
・
釜
類

食
器
類
・
カ
ッ
プ
・
湯
飲
み
一
式
ほ
か

備
品
（
無
料
）
受
付
に
申
請

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
の
使
用
に

は
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要

▼
団
体
登
録
：
次
の
３
要
件
を
満
た
す  

　

こ
と

①
会
員
数
が
３
名
以
上
（
家
族
の
み
は

　

不
可
）

②
会
員
の
過
半
数
が
多
摩
市
在
住
・
在

　

勤
・
在
学
で
あ
る
こ
と

③
代
表
者
が
多
摩
市
民
で
あ
る
こ
と

　

※
団
体
名
簿
、
本
人
確
認
書
類
を
提

　
　

示
の
こ
と

　

※
団
体
登
録
証
の
発
行
は
、
登
録
申

　
　

請
の
翌
日
以
降

▼
使
用
申
し
込
み
方
法

①
受
付
で
申
込
書
に
記
入

②
使
用
希
望
日
の
２
か
月
前
か
ら
申
し

　

込
み
可
能
（
地
域
の
公
共
的
諸
団
体

　

は
３
か
月
前
か
ら
）

③
申
し
込
み
時
間
：
９
時
30
分
～
20
時

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム

授
乳
室
・
ミ
ル
ク
用
お
湯
・
オ
ム
ツ

交
換
台
あ
り
ま
す
。

ご
自
由
に
ご
利
用
下
さ
い
。

カ
ラ
オ
ケ
使
用
ル
ー
ル

３
月
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
の
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い

①
初
め
に
、
カ
ラ
オ
ケ
・
サ
ー
ク
ル
を
団
体
登
録
し
て
下
さ
い
。

②
カ
ラ
オ
ケ
利
用
の
際
は
、「
和
室
１
」
と
「
和
室
２
」
を
併
せ
て
借

3
3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

　

り
て
い
た
だ
き
ま
す

3

3

3

3

3

3

3

3

。
片
方
に
予
約
が
入
っ
て
い
る
時
間
帯
は
ご

　

使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

③
申
請
の
際
、
備
品
と
し
て
「
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
」
を
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

④
使
用
当
日
は
、
承
認
書
を
ご
提
示
の
上
、「
カ
ラ
オ
ケ
機
器
使
用
料
」

　

を
お
支
払
い
下
さ
い
。
マ
イ
ク
と
デ
ン
モ
ク
（
リ
モ
コ
ン
）
を
お

　

渡
し
し
ま
す
。

⑤
使
用
後
は
、
マ
イ
ク
と
デ
ン
モ
ク
を
受
付
ま
で
返
却
し
て
下
さ
い
。

⑥
機
器
の
設
定
は
、
原
則
と
し
て
変
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑦
騒
音
対
策
と
し
て
、
和
室
の
鉄
扉
を
閉
め
て
ご
使
用
下
さ
い
。

⑧
夜
間
の
カ
ラ
オ
ケ
の
使
用
は
午
後
9
時
ま
で
と
し
ま
す
。

⑨
ふ
た
が
で
き
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
以
外
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

。

⑩
使
用
ル
ー
ル
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。
ル
ー
ル
違
反
が
重
な
る
場
合

　

は
、
団
体
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
摩
保
育
園
出
張
広
場

子
供
達
と
一
緒
に
遊
び
、
子
育
て
相
談

も
と
言
う
企
画
で
す
。

お
も
ち
ゃ
な
ど
、
欲
し
い
も
の
に
つ
い

て
も
記
入
帳
を
用
意
し
ま
し
た
。

福
祉
何
で
も
相
談

福
祉
健
康
の
相
談
は
も
と
よ
り
、
頭
を

使
っ
た
り
身
体
を
使
っ
た
り
、
楽
し
い

一
時
を
一
緒
に
過
ご
す
の
が
目
的
で

す
。

運
営
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
栗
川
・
か
る
が
も
館
（
多
摩
市
立
和
田
・
東
寺
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）
は
、
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
楽
し
く
交
流
で

き
る
「
街
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
」
で
す
。

地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
た
運
営
協
議
会
が
、
多
摩
市
の
「
指
定
管
理

者
」
と
し
て
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の

た
め
の
文
化
、
福
祉
、
健
康
な
ど
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
54
人
の
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

運
営
協
議
会
に
は
5
つ
の
専
門
部
が
あ
り
、
委
員
は
い
ず
れ
か
の
専

門
部
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
）
総
務
部
＝
館
の
日
常
運
営
に
関
す
る
こ
と

２
）
広
報
部
＝
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

３
）
文
化
部
＝
文
化
や
芸
術
に
関
す
る
催
し
の
企
画

４
）
健
康
福
祉
部
＝
健
康
と
福
祉
に
関
す
る
こ
と

５
）
環
境
部
＝
環
境
に
関
す
る
こ
と

あ
な
た
も
大
栗
川
・
か
る
が
も
館
の
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
申
し
込
み
は
、
か
る
が
も
館
受
付
ま
で
。

健
康
福
祉
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

郷
土
史
講
演
と
文
化
財
め
ぐ
り

多
摩
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
和

田
、
東
寺
方
地
域
の
郷
土
史
講

演
と
文
化
財
（
遺
跡
）
め
ぐ
り
」
を
４

月
に
2
回
、
5
月
に
2
回
、
計
4
回
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

講
師
：
教
育
振
興
課
学
芸
員

第
一
回　

和
田
地
域
の
郷
土
史
講
演

第
二
回　

和
田
地
域
の
文
化
財
（
遺
跡
）

　
　
　
　

め
ぐ
り

第
三
回　

東
寺
方
地
域
の
郷
土
史
講
演

第
四
回　

東
寺
方
地
域
の
文
化
財
（
遺

　
　
　
　

跡
）
め
ぐ
り

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
適
宜
に
館
内
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

カラオケ使用時料金 ( 円）

カラオケ 和室１＋ 2 貸
室

機器使用料 20 畳・24 名

840 300 午
前

960 360 午
後

960 400 夜
間

使用日 申請時 支
払

夜間使用は 21時まで

和室 2 室の貸室料金＋カラ
オケ機器使用料の合計額のご
負担となります。

囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
が
い
つ
で

も
利
用
可
能
。
利
用
希
望
の
方
は
受
付
へ


